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生れ變る公民舘

サ
ー
ゼ
ス
の
強
化
と

自
主
性
の
確
立
め
ざ
し

方
部
舘
を
廃
し
本
舘
か
ら
分
舘
へ
直
結

わ
が
町
で
は
町

村
合
併
に
当

り

従
来
各
地
区

に

お
っ
た
公
民
館

を
そ
の
ま
ま
方

部
公
民
館
と
し

て
存
置
し
、
。更

に
中
央
舘
を
設
け

て
方
部
舘
の
連
絡
調
整
を
す
る
外

全
町
的
活
動
を
し
て
来
た
。
然
し

そ
の
後
合
併
五
ヶ
年
計
画
の
実
現

を
始
め
、
新
町
村
建
設
な
ど
内
外

の
情
勢
の
進
展
に
即
応
す
る
た
め

機
構
の
改
革
を
研
究
中
で
あ
っ

た

が
、
い
よ
い
よ
そ
の
機
が
熟
し
、

去

る
六
月
の
定
例
議
会
で
公
民
館

条
例
の
改
正

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
従
来
あ
っ
た
五
つ
の

方
部
舘
を
廃
し
て
中
央
舘
一
本
と

し
、
各
部
落

に
あ
る
分
舘

を
み
と

め
て
こ
れ
を
社
会
教
育
の
部
落
セ

ン
タ
ー
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
教

育
長
は
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

教
育
長
談
話
要
旨

皆
様
御
承
知
の
様
に
当
町

に
お

き
ま
し
て
は
町
村
合
併
に
当
り
、

各
地
区

に
あ
り
ま
し
た
公

民
舘
を

そ
の
ま
ま
方
部
公
民
舘
と
し
て
存

続
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
各
地

区

に
お
け

る
社

会

教

育

活
動
を

し
、
更

に
中
央
公
民
舘
を
設
け
て

全
町
を
対
象
と
し
て
の
活
動
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
予
算

の
面
で
合
併
前
の
額
そ

の
ま
ま
で

あ
る
た
め
、
最
近

の
よ

う
に
中
央
舘
の
活
動
を
重
点
的
に

考
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当
然
方

部
舘
の
経
費
を
圧
縮
す
る
外
致
し

方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
基

礎
が
で
き
が
か
っ
た
中
央
舘
を
解

体
す
る
と
い
う
こ
と
も
町
村
合
併

の
趣
旨
か
ら
到
底
考
え
ら
れ
ず
、

こ
こ
に
方
部
舘

を
廃
し
、
中
央
舘

一
木
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す

。

次
に
社
会
教
育
の
ほ
ん
と
う
の

姿
は
、
自
己
学
習
、
相
互
学
習
に

あ
る
と
申
し
ま
し
て
、
地
域

住
民

の
方
々
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
、
自

分
た
ち
の
希
望
す

る
こ
と
を
勉
強

す
る
こ
と
が
根
本
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
最
も
生
活
条
件
が
似
通

っ
て
い
る
地
域
社
会
の
青
少
年
や

成
人
の
方
々
が
、
夜
間
農
閑
期
を

利
用
し
て
気
軽
に
集
れ
る
範
囲
で

行

今
こ

と
’が
大
切
で
す
。
学
校
区

単
位
よ
り
も
部
落
単
位
０．
方
が
能

率
的
で
あ
り
、
そ
の
。意
味
か
ら
も

部
落
分
舘
の
整
備
充
実
が
必
要
で

す
。
分
舘
の
整
備
充
実
に
は
先
ず

地
域

住
民
の
協
力

と
、
町
か
ら
の

育
成
指
導
が
必
要
で
す
。
さ
い
わ

い
部
落
に
は
大
て
い
集
会
所
が
あ

り
、
相
当
の
予
算

と
組
織
を
も
っ

て
教
養
活
動
や
産
業
経
済
活
動
を

実
施
し
、
い
わ
ゆ
る
公
民
舘
活
動

を
や
っ
て
相
当
の
実
績
を
あ
げ
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
す

か

ら
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
益

々
こ

れ
を
助
長
し
、
未
だ
足
ら
ざ
る
と

こ
ろ
は
す
み
や
か
に
そ
の
人
的
組

織
と
物
的
整
備
を
す
る
よ
う
す
す

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
居
り
ま

す
。爾

青
年
学
級
や
婦
人
学
級
の
実

施
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
又
は
中

学
校
に
委
嘱
し
ま
す
の
で
従
来
と

変
り
な
く
、
又
地
区
的
な
ま

と
ま

り
が
必
要
と
あ
れ
ば
、
地
区
毎
の

連
絡
協
議
会

を
設
け
れ
ば
よ
い
と

存
じ
ま
す
。

そ
の
他
こ
れ
が
実
施
に
当
っ
て

は
い
ろ
い
ろ
の
面
で
問
題
が
あ
る

と
存
じ
ま
す

が
、
関
係
の
皆
様
と

よ
く
研
究
し
、
万
全
を
期
し
て
改

革
の
趣
旨
に
そ
５
よ
う
努
力
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、
町
民

各
位

に
お
か
れ
て
も
宜
し
く
御
協

力
の
程
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

再

任
の

挨
拶

公
民
舘
長
　
佐
　
藤
　
善
次
郎

劫
初
よ
り

つ
く
り

い
と
な
む
殿
堂
に

わ
れ
も
黄
金
の

釘
ひ
と
つ
打

つ
。

去
る
六
月
三
十
日
公
民
館
長
を

委
嘱
す
る
旨

の
辞
令
を
い
た
ｙ

い
た
そ
の
瞬
間
、
私
の
胸
に
浮

か
ん
だ
与
謝

野
晶

子
の
短
歌
で
あ
る

今
般
当
町
公
民
館

条
例
が
改
正

さ
れ

た
。
従
っ
て
公
民

館
の
機
構
に
相
当
の
変
革
か
お

る
筈
だ
。
新
ら
し
い
出
発
を
意

味
す
る
と
も
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
当
町
自
体
も
乙
口
併
直
後
の

悃
み
を
一
応
整
理
し
て
建
設
へ

の
巨
歩
を
進
め
る
段
階
で
あ
る

と
同
様
に
、
そ
れ

に
即
応
す
る

公
民
館
の
態
勢
を
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ

ん
な
重
大
な

時

期
に
館
長
を
お
引
き
受
け
し

て

、
果
し
て
町
の
文
化

セ
ン
タ

ー
と
し
、
或
は
町
民
の
皆
様
の

憩

の
場
と
し
て
の
公
民
館
の
運

営

に
御
期
待
に
添
う
こ
と
が
出

来

る
で
あ
ろ
う
か
。
自
己
を
顧

み
て
内
心
宜
こ
と
に
ぢ
く
恥
だ

ら

ざ
る
を
得
な
い
。

尤
も
公
民
館
運
動
は
館
長
の
も

の
で
も
な
く
、
公

民
館
職
員
だ

け
が
や
る
の
で
も
な
い
。
地
域

の
人
々
全
部
が
参
加
す
る
運
動

で
あ
る
。
人
間
か
社
会
生
活
を

営
む
と
こ
ろ
必
ず
公
民
館
運
動

が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
公
民
館
運
動
は
我

々
の
社
会

生
活
に
於
け
る
人
間
関
係
を
、

よ
り
豊
か
に
よ
り
明
る
く
す
る

運
動
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

公
民
館
運
動
に
つ
い
て

は
私
に

は
私
な
り
の
夢
が
な
い
訳
で
も

な
い
が
、
そ
れ
も
皆
様
の
御
協

力
と
御
鞭
撻
を
悃
願
す

る
も
の

で
あ
る
。

そ
し
て
晶
子
の
歌

の
如
く
劫
初
よ
り

永
劫
に
続
く
社
会

生
活
と
い
う
大
殿

堂
の
造
築
に
最
も
有
効
な
、
し

か
も
銷
も
朽
ち
も
し
な
い
黄

金

の
釘
を
、
一
本
で
も
い
Ｘ
か
ら

打
ち
込
み
た
い
と
念
願
す
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
て
二
木

目
三
木

目
の
釘

を
打
ち
込

む
後
続
者
の
必
ず
在

る
こ
と
を
信
じ

よ
う
。

3
3年
度
の
特
別

助
成
事
業
決
定

青
年
研
修
所
・
共
同

集
荷
所
な
ど
農
林
省

の
査
定
終
ろ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
農
村
振
興

計
画
特
別
助
成
事
業
の
今
年
度
分

左
記
の
通
り
決
定
し
た
の
で

お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（

数
字
は
事
業
費

単
位
千
円
、
カ
ッ

＝
内
は
国
庫
補

助
見
込
額
）

○
晨
道

舘
ヶ
崎
　

一
六
〇
（
二

九

）

佐
野
台
　

三
二
七
（

五
九
）

○
開
懇

泉
　

田
　

二
二
〇
（
五
九
）

貝
　

田
　

一
四
〇
（
三
八
）

○
共
同

集
荷
所

森
江
野
　

七
四

五（
三
二
三
）

大
木
戸
一

匸
一
九
（
四
九
〇

）

○
集
乳
所

脯
　

田
　

三
五
〇
（
一
五
二
）

○
青
年
研
修
所

一
八
四

八（
八
一
〇

）

合
計

四
九
一
九
（
一
九
六
〇

）

議 会だ より

六
月
定
例
町
議
会

簡
易
水
道
布
設
工

事
請
負
契
約
締
結

な

ど
審
議

六
月
二
十
五
日
国
見

町
定
例
議
会
が
開
会

さ

れ
ま
し
た
。
会
期
は
当
日
一
日

で
、
議
案

は
次
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。

○
議
案

第
三
十
五
号

国
見
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す

る
条
例
の
件

軽
自
動
車
関
係
の
徴
税
令
書

並
び
に
納
税
証
明
書
の
様
式

の
改
正
で
原
案
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
六
号

福
島
県
非
常
勤
消
防
団
公
務

災
害
補
貭
組
合
題
名
及
び
規

約
中
一
部
を
変
更
す
る
規
約

の
件

県
下
消
防
団
員
公
務
災
害
補

貭
組
合
の
中
祗

水
防
団
員
の

公

務
災
害
補
償
茅
務
を
加
え

る
た
め
の
改
正
で
あ
っ
て
原

案

と
お
り
可
決
さ
れ
れ
。

○
議
案

第
三
十
七
号

国
見
町
建
設
審
議
会
条
例
制

定
の
件

合
併
建
設
五
ヶ
年
計
画
事
業

は
尨
大
で
完
全
施
工
は
財
源

に
お
い
て
難
色
か
お
り
、
実

現
因
難
な
為

、
こ
の
計
画

を

調
整
し
て
新
町
の
一
体
性
に

即
応
さ
せ
る
た
め
、
今
後
建

設
さ
れ
る
計
徊
実
施
に
つ
い

て
町
長
の
諮
問
に
対
し
必
要

な
調
査
審
議
を
行
っ
て
答
申

す

る
た
め
の
委
員
会
を
設
置

す

る
も
の
で
、
委
員
定
数
は

二
十
二
人
で
原
案
と
お
り
可

決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
八
号

敬
老
年
金
給
付
条
例
制

定
の

件八
十
歳
以
上
の
高
令
者
の
長

寿
を
祝
福
す
る
た
め
毎
年
九

月
十
五
日
に
金
五
百
円

を
贈

呈
す

る
。た
め
の
条
例
化
で
あ

り
ま
し
て
原
案
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
九
号

簡
易
水
道
布
設
工
事
請
負
契

約
締
結
の
件

簡
易
水
道
布
設
継
続
事
業
の

第
二
期
工
事
施
工
の
指
名
競

争
入
札

の
結
果
、
卅
崎
建
設

株
式
会
社
が
金
子
二
百
四
十

五
万
円

で
落
札
し
た
た
め
、

こ
の
業
者
と
の
請
負
契
約
締

結
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

着
工
は
七
月
一
日
、
完
成
は

十
月
十
日
で
原
案

と
お
り
可

決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
四
十
哥

国
見
町
公
民
舘
条
例
を
改
正

す
る
条
例
の
件

従
来
の
方
部
舘
を
廃
し
て
公

民
舘
活
動
の
基
本
を
部
落
舘

に
す
る
た
め
の
改
正
で
原
案

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

新農付建設の中堅的人材養成を目指 して

青年研修所建設近 く着工
青年・ 婦人の自発的なグループ研究を推進

農
村
振
興
を
阻
害
す

る
原
因
を

除
去
し
、
新
農
村
建
設
の
た
め
の

知
識
技
能
と
旺
盛
な
意
欲
を
体
得

さ
せ
る
た
め
に
、
国
家
で
は
青
年

研
修
所
の
建
設
を
す
す
め
て
い
る

が
、
わ
が
国
見
地
機
具
村
振
興
協

議
会
で
は
イ
の
一
番
に
こ
の
事
業

を
と
り

あ
げ
、
百
八
十
四
万
円
の

予
算
を
も
っ
て
敷
地
の
選
定
、
実

行
委
員

の
委
剔
も
終
り
、
近
く
着

手
す
る
運
び

と

な

っ

た
。
敷
地

と
し
て
は
山
崎

の
水
雲

神
社
境
内

の
松
林
と
決
定
、
こ
こ
に
講
堂
、

日
本
間
、
炊

事
場
、
風

呂
場
、
図

書
室
な

ど
を
具
え
た
計

六
十
二
坪

の
研
修
の
殿
堂
を
つ
く

る
わ
け
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
に
町
内
の
青
年
団
員
や
婦
人
会

員
は
、
全
面
的
に
協
力
す
る
た
め

勤
労
奉
仕
等
の
申
入
れ
を
し
て
い

る
。
爾
こ
の
工
事
を
す
す
め
る
た

め
に
公
民
舘
長
佐
藤
善
次
郎
氏
を

委
員
長
に
、
八
島
連
青
団
長
、
高
橋

連
婦
会
長
を
副
委
員
長
に
推
し
、

三
十
余
名

の
実
行
委
員
並
に
四
名

の
常
任
委
員
を
あ
げ
、
半
沢
町
長
、

奥
山
議
長
を
顧
問
に
推
戴
し
た
Ｏ

【
凸
版

は
間
取
図
】

干
魃
対
策
に
水

道
も
一
役

隣
保
共
助
に
堰
水
分
水

春
以
来
の
晴
天
続
き
で
畑
作
物

の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
例
年
な
ら
田

植
え
が
始
ま
る

六
月
十
日
頃

に
な
っ
て
も
沢
の
水

が
全
然
な
い
の
で
、
揚
水
ポ
ン
プ

を
借
り
て
も
役
に
立
た
ず
、
植
付

不
能
さ
え
も
心
配
さ
れ
て
い
た
。

そ

の
後
い
く

ら
か
の
雨
は
降
っ
た

が
焼
石
に
水

の
有
様
に
た
ま
り
か

ね
た
森
山
、
徳
江
、西
大
枝
、川
内

各
部
落
の
代
表
者
十
数
名
、
六
月

二
十
六
日

町

役

場

に
出
頭
、
干

昿
対
策
の
一
つ
と
し
て
簡
易
水
道

の
水
を
分
水
放
流
し
て
も
ら
い
た

い
と
陳
情
し
た
。
そ
こ
で
国
見
町

子
臚
対
策
本
部
で
は
町
長
並
に
消

防
団
長
の
了
解
の
下

に
直
ち
に
消

火
栓
そ
の
他
数
ケ
所
か
ら
一
斉
に

放
水
し
、
た
ち
ま
ち
十
五
町
歩
に

濯
水
、
植
付
を
完
了
し
て
非
常
に

よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

水
道
の
揚
水
ポ
ン
プ（
写
真
）
は

二
十
馬
力
の
モ
ー
タ
ー
二
台
を
フ

ル
に
運
転
す
れ
ば
一
分
間
に
Ｉ
・

六
ト
ソ｛

｝
ト
ソ
は
五
石
五
斗
）
の

水
が
流
れ
出
る
の
で
田
圃

の
土
の

状
態
に
よ
っ
て
若
干
の
差

は
あ
る

が
、
平
均
一
時
間
に
三
反
歩
に
濯

水
し
、
代
か
き
が
で
き
る
。

更
に
同
地
区

で
は
、
西
根
堰
の

水
番
の
地
区
で
あ
る
藤
田
、山
崎
、

石
母
田
分
の
堰
水
を
も
ら
い
、
残

り
十
五
町
歩
の
薤
付
も
と
ど
こ
お

り
な
く
完
了
し
、
日
毎
に
繁
り
ゆ

く
青
田

を
な
が
め
、
こ
れ
も
町
村

合
併
の
功
徳
と
感
謝
し
て
い
る
。

【

写
真

説
明
】

水
道
水
源

の
ポ
ン

プ
室
内
の
模
様

手
前
二
台
は
各
二
十
馬
力
の
モ

ー
タ
ー
揚
水

ポ
ン
プ
で
、
一
分

間
一
、
六
ト
ソ
、
毎
日
五
万
人

の
給
水
可
能
。

先
方
は
停
電
時
用
の
デ
イ
ー
ゼ

ル
エ
ソ
ヂ
ソ
付
ポ
ン
プ
。・

公
民
舘
運
営
審

議
会
委
員
委
嘱

さ
る

従
来
の
国
見
町
公
民
舘
運
営
審
議

会
委
員
は
六
月
末
日
を
も
っ
て
任

期
が
了
っ
だ
の
で
、
こ

の
た
び
次

の
通
り
新
し
い
委
員
が
委
嘱
さ
れ

た
。

菅
野
貞
雄
、
古
宮
左
源
治
、
松
浦

隆
夫
、
佐
藤
勝
弥
、
原
田
久
義
、

蔭
山
亮
心
、
臼
田
源
吾
、
八
島
摶

正
、
阿
部
重
正
、
横
山

カ
ツ
、
高

橋
さ
た
み
、
佐
久
間
い
ち
、
大
沼

春
代
、
菅
野
ギ
ヌ
、
紺
野
千
歳
、

小
林
ト
キ
、
黒
田
英
治
、
佐
藤
善

右
工
門
、
石
川

暢
夫
、
後
藤
清
、

佐
久
間
要
吉
、
玉
手
忠
一
、
大
津

利
『

武
田
文
治
、
八
島
福
太
郎
、

奥
山
亀

气
佐
藤
新
七
、
佐
藤
元
一

翻
お
詫
び

（

厚

生

課

）

前
号
で
町
か
ら
の
敬
老
年
金
は

「
7
5才
以
上
の
方
」
と
書
い
た
の

は
「
8
0才
以
上
」
の
誤
り
に
つ

き
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

※

農

事
メ

モ

Ｏ
：
阜

誼
で
田
植
も
予
定
よ

り
遅
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
・ま
す

が
、
す
っ

か
り
活
着
し
青
田
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
御
苦
労

様
で
し
た
。

Ｏ

…
二
化
め
い
虫
の
防
除
が

終
る
と
、
い
ぬ
の
大
敵
「
い
も

ち
病
」
が
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

合
理
的
な
施
肥
設
計
、
品
種
の

選
定
を
行
っ
て
来

て
い
る
現
在

○
○
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

は
、
早
期
発
見
と
薬
剤
防
除
こ

そ
最
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

○
・：
今
年
は
色

々
な
面

か
ら

「
い
も
ち
病
」
は
多
く
発
生
す

る
様
に
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
…
七
月
中
旬
頃
か
ら
よ
く

田

圃
を
見
廻
っ
て
注
意
し
、
早

期
発
見
に
努
め
、
最
少
限
に
く

い
止
め
る
と
共
に
、
病
菌
は
空

気
伝
染
が
主
で
あ
る
の
で
発
生

し
た
ら
直
ち
に
薬

剤
撒
布
を
す

る
こ
と
。
又
そ
の
附
近
一
帯
は

部
落
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

薬
剤

１

、
粉
剤
、
セ
レ
サ
ｙ
石
灰
、

リ
オ
ゲ

ン
ダ
ス
ト
、
ル
ベ
卩

ソ
石
灰
等
何
れ
も
良
く
効
果

が
あ
る
。
反
当
り
三
キ
ロ
の

割
で
撒
布
す
れ

ば
よ
い
。
む

ら
の
な
い
様
に
薄
く
向
い
粉

が
つ
く
程
度
で
よ
く
、
葉
が

真
白
に
な
る
程
多
量
に
撒
布

す
る
と
薬
害
が
出
る
。

２

、
液

剤
、
水
銀

剤
、
銅

剤
、

銅
水
銀
剤
、
何
れ
も
規
定
の

濃
度
に
し
て
用
い
る
。

※
発
生
を
見
た
場
合
は
直
接

殺
菌
力
の
つ
よ
い
水
銀

剤
を

用

い
る
こ
と
。

※
桑
園
の
附
近
で
は
粉
剤
を

用
い
な
い
こ
と
。

惣
…
庠
草
剤
の
使
用

ぱ
時
間

を
間
違
え
な
い
様
に
使
い
ま
し

平

坦

圸

七

月

下

旬

山

開

垉

七

月

中

旬

※

い

ね

の

成

育

状

況

に

よ

っ

て

行

う

こ

と

。

つ

ご

つ
　
　

丶
　
丶
　
丶
　
丶

即

ち

「

有

効

茎

が

確

保

さ

れ

丶
　
丶

丶
り

つ

○

○
　

丶
　
丶
　
丶
　

’

て

か

ら

幼

抬

形

成

す

る

迄

の

間

」

に

使

う

こ

と

。

早

す

ぎ

て

も

遅

れ

て

も

い

ぬ

に

害

を

与

え

ま

す

。

○

…
除
草
の
切
上
げ
を
早
く

す
る
こ
と
。
止
草
の
時
期
が
お

く
れ
る
と
断
根
の
囲
い
影
糾
に

よ
っ
て
徴
収
す
る
。
こ
れ
は
出

穂
前
二
〇
日
位
に
な
る
と
稲
の

発

根
力
が
お
と
ろ
え
て
く
る
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
止
草
は
出
穂

二
〇
日
前
に
打
切
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
七
月
は
所
得
税
完
納
月
間
　
　
所
得
税
第
一
期
分
の
納
税
は
七
月
三
十
一
日
限
り
で
す
　
（
納
税
は
　
そ
の
日
そ
の
日
の
　
心
が
け
）



みんなできずこう

犯
罪
の
な
い
社
会
を

夏
の
犯
罪
…
ど
ん
な
時
に
ね
ら
わ
れ
る
か

七
、
八
月
は
暑
さ

の
た
め
に
住
居
や

服
装
が
開
放
的
に

な
り
、
気
持
ち
も

ゆ
る
み
が
ち
に
な

る
の
で
、
こ
の
油

断

と
す
き
を
ね
ら

っ
て
の
盗
犯
を
は

じ
め
女
性
に
対
す

る
性
犯
罪

、
暴
行

傷
害
な

ど
の
犯
罪
が
ふ
え
て
く
る

の
が
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

か
ら
の
夏
の
犯
罪
を
防
ぎ
、
青
少

年
の
不
良
化

を
防
止
す
る
た
め
に

、
次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
、
楽

し
い
夏
を
過
す
よ
う
心
が
け
た
い

も
の
で
あ
る
。

○
油
　

は
　
　

ま
ず

尸
　
り
を

暑
さ
の
た
め
に
障
子
や
雨
戸
を
開

け
放
し
た
ま
ま
寝
こ
ん
だ
り
、
一

家
そ
ろ
っ
て
夕
涼
み
に
出

か
け
た

り
し
て
家
を
留
守

に
し
な
い
よ
う

自
転
車
や
リ
ヤ

カ
ー
、
物
置

な
ど

に
は
カ
ギ
を
か
け

る
。

○
服
装

ぽ
キ
リ
。ツ
ト

夏
は
女
性
の
服
装

が
目
立
っ
て
薄

く
な
り
、
ま
た
開
放
的
に
な
る
の

で
、
性
犯
罪
の
対
象
に
な
り
が
ち

で
あ
る
が
、
暑
く
て
も
身
だ
し
な

み
を
怠
ら
ぬ
よ
う
。
ま
た
ヶ
バ
ヶ

バ
し
い
服
装
や
化
粧

を
避
け
、
な

る
べ
く
地
味
に
っ
と
め
る
。

寝
姿
を
外
か
ら
の
ぞ
か
れ
ぬ
よ
う

戸
締
り
を
し
、
夜
は
消
燈
す
る
よ

う
。
お
互
に
自
分
の
身

は
自
分
で

守
る
よ
う
用
心
が
肝

心
で
あ

る
。
’

○
女
性
の
一
人

ｙ
き
は
危
い

夕
涼
み
や
夏
祭
り
、
盆
踊
り
、
花

火
大
会
そ
の
他
の
催
七
物
や
仕
事

帰
り
な
ど
で
女
性
の
夜
歩
き
は
痴

漢
に
ね
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
人
歩
き
は
絶
対
に
さ
け
、
ま
た

安
全
な
道
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

○
人
出
に
つ
き
も
の
　
ｙ
　
　
吉

む
し
暑
く
な
る
と
、
と
か
く
気
分

が
い
ら
だ
っ

て
く
る
の
で
さ
さ
い

な
こ
と
か
ら
他
人
と
口
論
し

て
暴

行
傷
害
事
件

を
起
す
こ
と
が
あ
る

か
ら
、
言
葉

や
態
度
に
は
十
分
注

意
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
夏
祭

り
、
盆
踊
り
、
映
画
舘
な
ど
人
出

の
多
い
場
所
に
は
い
わ
ゆ
る
不
良

が
横
行
し
て
、
ち
よ
っ
と
し
た
こ

と
に
い
ん
ね
ん
を
つ
け
金
品
を
ま

き
あ
げ
た
り
、
暴
行
し
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
か
ら
、
言
語
、
服
装

、
態
度
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、

相
手
に
ス

キ
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○

月
少
年
を
　

し
く
導
こ
う

夏
休
み
で
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た

青
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
祭
り

、
盆
踊
り
、
映
画
、
夜
の
盛
り
場

な
ど
憺
一
つ
の
大
き
な
魅
力
で
あ

る
。
こ
れ
に
心
を
奪
わ
れ
て
夜
ふ

か
し
、
夜
遊
び
な
ど
に
よ
り
、
間

違
い
を
お
こ
し
た
り
、
不
良
化
す

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
’の
青
少

年
の
行
動
に
家
庭
の
人
た
ち
や
地

域
社
会
の
人
た
ち
は
常
に
関
心
を

よ
せ
、
温
い
理
解
を
も
っ
て
青
少

年
が
規
則
正
‘し
く
、
健
や
か
に
育

つ
よ
う
に
見
守
っ
て
や
り
た
い
も

の
で
あ
る
。

（

教

養

部

）

町内学校めぐり(2) 大技小学校の巻

大
枝
農
協

前
で
バ
ス
か
ら
下

り

た
。
東
の
住
吉
の
森

か
ら

カ
ツ

＝

１
鳥
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
き

な
が
ら
大
枝
小
学
校
の
門
を
く
ぐ

る
。
清
め
ら
れ
た
校
庭

に
は
よ
い

子
た
ち
が
固

定
運
動
具
｛

シ
ー
ソ

ー
、
雲
梯
、
プ
ラ
ン

气

は
ん
登
綽
、

低
鉄
棒
｝
等
を
中
心
に
元
気
よ
く

遊
ん
で
い
る
。

小
中
一
団

地
に
お
り
花
壇
も

＝

ソ

ク
リ
ー
ト
の
枠

職
員
作
業
で
）

に
囲
ま
れ
パ
ン
ジ
ー
、ア
ネ
モ
ネ
、

セ
ソ
ト
ー
リ
ヤ
、

シ
ヤ
ス
タ
ー
デ

ー
ジ
ー
、

ナ
ツ
ピ
ー
と
き
れ
い
に

咲
ぎ
競
っ
て
い
る
。

職
員
室
に
は
い
り
温
厚
な
中
に

気
魄
を
し
の
ぼ
せ
る
原
田
校
長
先

生
か
ら
組
合
立
学
校
経
営
の
一
端

を
御
伺
い
す

る
。

今
年
度
の
努
力
事
項
は

『

道
徳
教
育
と
生
活
指
導
の
徹

底
二
、
学
力
の
向
上

三
、
体
位
の
向
上
と
情
操
陶
冶

四
、
科
学
教
育
の
振
興

五
、
図
書
の
充
実
と
そ
の
活
用

六
、
現
職
教
育
の
充
実

七
、
地
域
社
会
と
の
結
び
っ
き
を

高
め
る

ま
た
よ
い
子
の
目
あ
て
と
し
て

『

丈
夫
な
心
と
か
ら
だ
を
き
た

丸
ま
し
よ
う

二
、
素
直
で
礼
儀
正
し
く
し
ま
し

三
、
計
画
を
た
て
、
実
行
し
、
反

省
を
し
ま
し
よ
う

四
、
よ
く
働
き
、
物
を
大
切
に
い

た
し
ま
し
よ
う
二

五
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
進
ん
で
奉

仕
し
津
し
よ
う

以
上
の
生
活
目
標
の
も
と
に
一
日

一
日
の
行
い
が
積
み
重
ね
ら
れ
、

真
に
社
会
に
役
立
つ
子
供
達
が

は

ぐ
く
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ

力
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

校
長
先
生
の
案
内
で
教
室
を
見

せ
て

い
た
だ
い

た
。
大
正
十
五
年

三
月
の
建
築
で

あ
る
が
、
ど
の
教

室
も
よ
く
整
頓

さ
れ
、
科
学
振
興

に
ふ
さ
わ
し
い
数

々
の
資
料
が
子

供
達
の
手
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て

い
て
、
片
す
み
で
さ
わ
や
か
な
か

え
る
の
声
も
聞
え

る
。
低
学
年
か

ら
高
学
年
ま
で

学
年
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
持
ち
、
う
れ
し
く
思
５
。

次

に
裏

庭

の

方
を
案
内
さ
れ

た
。
「
一
心
山
」

を
中
心
に
よ
く

整
地
さ
れ
、
用
水
池
の
花
苴
葡

、

水

蓮
（
紅
、
黄
、白

）
今
を
盛
り
に

咲
い
て
い

る
。
朝
顔

の
鉢
植
も
二

十
幾
つ
か
並
ん
で
お
り
、
校
長
先

生
の
秘
蔵
の
盆
栽

も
子
供
の
情
操

を
豊
か
に
し
て
お
る
こ
と
ほ
ほ
笑

書
し
く
感
じ
た
。

▽
心
山
を
築
く

に
も
放
課
後
職
員

と
児
童
で
造
り

遠
く
石
毋
田
か
ら
区
長
さ
ん
や
武

文
さ
ん
、
前
農
協

組
合
長
さ
ん
の

御
協
力
に
よ
り
庭
石
を
運
搬
し
て

い
た
だ
き
感
謝
に
た
え
な
・
い
と
語

っ
て
い
た
。

職
員
数
一
三
、
用
員

’一
学
級
、

数
一

二

児
童
数
三
八
一
み
ん
な

心
を
合
わ
せ
て
す
く
す
く
と
尊
い

生
活
を
続
け
て
お
る
。

渮
校
庭

校
圸
の
整
理
、
学
校
備

品
の
整
備

に
町
当
局
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消

防
団
、
婦
人
会
、区

長
及
び
地
区
民

の
方
の
絶
大
な
る
理
解
と
御
協
力

に
感
謝
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
た

。
軒
端
の
プ
ラ

タ
ナ
ス
の
黄
緑
の

香
を
吸
い
な
が
ら
校
門

を
出

る
。

「

写
真
は
元
気
に
遊
ぶ
大
枝
の
よ
い
子
た
ち
」

ポ

ン

プ

百
よ

り
用

心

一
つ

「
婦
人
火
災
予
防

協
力
会
」
提
唱

町
民
一
体
警
火
態
勢
の
強
化

最
近
引
続
き
起
っ

た
町
内
の
火

災
は
、
町
民
並
に
消
防
団
の
必
死

の
働
き
に
よ
っ
て
類
焼
を
ま
ぬ
が

れ
、
損
害
を
最
少
限
度
に
食
い
と

め
得
た
と
は
申
せ
、
罹
災
者
の
経

済
的
並
に
精
神
的
の
打
撃
ば
推
察

に
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。

い
か
に
し
た
ら
こ
の
世
の
中
か

ら

い
ま
わ
し
い
火
災
を
な
く
し
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
大

津
消
防
団
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

大
津
団
長
の
話

消
防
施
設
の
充
実
強
化
は
も
ち

ろ
ん
重
要
な
事
で
は
あ
る
が
、
ま

ず
第
一

に
町
民
一
人
一
人
が
決
し

て
火
事
を
出
さ
な
い
と
い
う
心
構

と
そ
の
実
行
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
消
防
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

分
柤
せ
る
任
務
に
従
っ
て

一
、
火
災
発
生
危
険
期
に
お
け
る

警
戒

体
勢
を
強
化
す

る

二
、
消
防
機
械
器
具
の
点
検
整
備

を
す

る

三
、
火
災
予
防
査
察
を
励
行
す
る

四
、
危
険
物
取
扱
取
締
を
強
化
す

る
　
　
　
　
　

、

な

ど
を
必
ず
実
行
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
火
災
警

報
の
発
令
と
解
除
と
を
各
家
庭
に

必
ず
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
県
下
の
大
火
と
い
わ
れ
る

火
事
は
全
部
娶
報
発
令
中
に
お
こ

っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
大
部
分

は
全
家
庭

に
知
ら
せ
て
お
か
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
警
報

を
知
ら
せ
る
事
は
出
来
て
も
、
こ

の
危
険
な
と
き
に
全
家
庭
の
火
元

を
完
全
に
守
り
ぬ
く
こ
と
は
容
易

で
な
く
、
そ
こ
に
一
人
一
人
の
努

力
と
町
民
各
位
の
協
力
が
絶
対
に

必
要
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
が
消
防
団
で
は
各
家

庭
の
主
婦
の
協
力
を
得
て
「
婦
人

火
災
予
防
協
力
会
」（

仮
称
）を
結

成
し
、
各
地
区
単
位
の
家
庭
婦
人

を
会
員
と
し
て
、
危
険
な
と
き
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
時
も
各
家

庭
の
火
の
元
を
完
全
に
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
近
日
中
消

防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
強

力

に
推
進
し
て
、
本
町

か
ら
の
ろ

わ
し
い
火
事
が
一
件
も
出
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
社

会
厚
生
部
）

人
生
学
校

春
　

日
　

佑
　

幸

ソ
レ
原
爆
だ
　

死

の
灰
だ

右
だ
　

左
だ
　

革

命
だ

け
ん
か
だ
ス
ト
だ
斗
争
だ

不
安
の
た
え
ぬ
　

世
の
中
だ

金
や
名
誉
や
　

権
力
を

め
く
ら
め
っ
ぽ
う
　

争
っ
て

汚
職
だ
さ
ぎ
だ
　

暴
力
だ

よ
ろ
め
き
っ
づ
き

の
自
由
主
義

全
く
う
る
さ
い
　

世
の
中
だ

い
く
ら

自
由
は
　

あ
る
に
し
ろ

相
手
ば
か
り
を
　

せ
め
た
て
る

自
分
か
つ
て
が
　

も
と
と
な
り

で
て
く
る
世
相
で
あ
る
ま
い
か

お
い
ら
は
平

和
が
ほ
し
い
の
だ

お
前
が
お
れ
の
　

い
い
分
を

き
い
て
す
な
お
に
従
え
ば

平
和
が
く
る
と
　

い
う
よ
う
な

へ
ん
な
平
和
と
　

ち
が
う
の
だ

住
み
よ
い
社
会

の
も
と
と
な
る

真
の
平
和
が
　

ほ
し
い
の
だ

む
こ
う
三
げ
ん
　

両
ど
な
り

親
子
も
夫
婦
も
　

友
だ
ち
も

み
ん
な
仲
よ
く
　

し
た
い
の
だ

あ
ま
た
の
国
も
　

民
族
も

西
も
東
も
　

同
様
だ

早
く
不
安
を
　

き
り
ぬ
け
て

な
や
み
を
し
ら
ぬ
世
の
中
を

つ
く
る
く
ふ
う
を
考
え
て

み
ん
な
で
や
っ
て
み
た
い
の
だ

だ
れ
が
自
分
を
　

な
が
め
て
も

完
全
む
け
っ
な
　

は
ず
が
な
い

日

々
の
い
と
な
み
一
さ
い
に

矛
盾
が
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い

そ
こ

に
自
分
と
　

い
う
も
の
を

み
が
く
努
力

が
　

い
る
わ
け
だ

だ
か
ら
日
ご
と
の
生
活
が

修
行
と
さ
え
も
　

い
え
る
の
だ

百
姓
す
る
の
も
　

商
ば
い
も

会
社
っ
と
め
も
　

役
人
も

親
子
夫
婦
の
　

あ
り
か
た
も

よ
め
や
し
う
と
の
か
ん
け

い
も

修
行
の
き
も
ち
で
ゆ
く
な
ら
ば

平
和
が
や
っ
て
　

く
る
は
ず
だ

庭
は
き
炊
事
　

せ

ん
た
く
も

趣
味
生
活
も
　

ス
ポ
ー
ツ
も

も
ち
ろ
ん
学
校
　

教
育
も

い
ろ
ん
な
社
会
　

教
育
も

修
行
だ
人
格
　

完

成
だ

或
は
人
間
　

形

成
だ

昔

の
ま
ま
を
　

お
し
っ
け
に

云

べ
き
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど

お
や
の
教
を
　

き
く
こ

と
は

お
や
の
修
行
を
　

つ
ぐヽ
こ
赱
だ

人
が
し
ご
と
を
　

や
め
た
の
ち

或
は
死
ん
だ
　

の
ち
さ
え
も

花
も
ひ
ら
け
ば
　

実
も
む
す
ぶ

と
お
と
い
修
行
の
れ
ん
ぞ
く
だ

こ
こ
ら
の
わ
け
を
わ
す
れ
た
ら

若
い
世
代
に
　

あ
り
な
が
ら

嘱
望
さ
れ
る
　

は
ず
も
な
く

頭

は
い
く
ら
　

は
げ
た
と
て

尊
敬
さ
れ
る
　

は
ず
も
な
い

そ
れ
で
は
平

和
や
幸
福
が

と
お
く
へ
に
げ
て
ゆ
く
そ
う
な

○

お
ま
け
に

ど
ん
な
社
会
で
も

い
わ
ゆ

る
人
物
　

評
定
を

う
け
な
い
と
い
う
わ
け
は
な
く

人

間
社
会
に
　

道
徳
が

い
ら
な
い
と
い
う
わ
け
も
な
い

来
だ
ぞ
／
来
だ
ぞ
／

巡

回

文

庫

公
民
舘

に
は
い
ま
千
数
百
冊
の

本
が
備

え
ら
れ

個
人
貸
出

巡
回
文
庫
、
貸
出
文
庫
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
町

民
の
利
用
に
供
し
、
み
ん

な
か
ら
大
へ
ん
喜
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
ん
ど
六
つ
の

巡
回
文
庫
を
す
つ
か
り
新

し
く
入
れ
か
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
心
送

り
と
ど
け
た
。
（

ス
テ
ー
シ
ョ
ソ

は
前
号
図
書
部
だ
よ
り
で

お
知
ら

せ
の
通
り
）
各
所
と
も
折

か
ら
の

農
繁
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待
ち

か
ま
え
て
い
た
老
若
男
女

の
読
書
愛
好
者
が
か
け
つ

け
、
見

る
ま
に
箱
は
「

か

ら
」
に
な
る
有
様

に
係
り

の
者
も
目
を
白
黒
。
肓
停

置
期
間

は
毎
月
二
十
日
か

ら
翌

月
十
九
日
迄
で
二
十

日
に
巡
回
交
換
す

る
。

内
容
図
書
名
は
そ
の
都
度

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【

写
真

】

文
庫
の
交

換
風
景
（
上
）
と
貝
田

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
貸
出
風
景
（
下

）

パ

ラ

チ

オ
ン

剤

に

よ

る

危

害
を

防

止

し

ま
し
よ
う

二
化
メ
イ
虫

の
駆
除
は
共
同
作
業

で
や
り
ま
し
よ
う
。

実
施
す

る
前
に
役
場
に
届
出

撒
布
区
域

の
公
示

赤
旗
は
危
険
の
し
る
し

共
同
防
除
に
は
補
助
金
を

藤

．
田

地
区

一
七
、五
〇
〇
円

小
　

坂

地
区

一
三
、三
〇
〇
円

森
江
野
地
区

一
九
、七
〇
〇
円

大
木
戸
地
区

匸

コ
（
Ｏ
Ｏ

円

大
　

枝
地
区
　

六
、
九
〇
〇
円

合
　

計
　

七
〇
、〇
〇
〇
円

声

親
の
意
見

子

の
意
見

◎
学
園
を
荒
す
も
の

最
近
町
内
各
学
校
と
も
情
操
教

育
や
科
学
教
育
の
ね
ら
い
か
ら
、

校
地
を
整
備
し
て
土
手
を
築
き
樹

木
を
植
え
、
花
壇
や
庭
園
を
造
る

こ
と
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
ま

こ

と
。に
当
を
得
た
こ
と
と
喜
び
に

堪
え
な
い
。
し
か
も
こ
の
仕
事
を

進

め
る
に
当
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
杲
し

た
役
割
は
大
し
た
も
の
だ
。
学
校

の
先
生
方
は
児
童
、
生
徒
と
共
に

そ
の
保
護
管
理
に
っ
と
め
、
学
習

園
や
鑑
賞
園
に
は
み
ん
な
の
労
作

に
ょ
っ
て
四
季
お
り
お
り
の
美
花

を
か
ざ
る
。
と
こ
ろ
が
社
会
人
の

こ
れ

に
対
す
る
態
度
は
果
し
て
満

足
で
あ
ろ
う
か
。
野
球
や
運
動
会

な
ど
と
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
花
は

無
惨
に
も
踏
み
に
じ
ら
れ
、
柵
は

た
お
さ
れ
、
樹
木
は
折
ら
れ
て
し

ま
う
Ｏ

土
手
は
観
覧
席
と
し
て
踏

み
っ

ぶ
し
、
花
壇
は
通
路
と
し
て

踏
み
こ
む
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と

考
え
一
般
大
衆
の
目
の
前
で
平
気

で
や
っ
て
い
る
「
や
か
ら
」
が
何

と
多
い
こ
と
か
。
折
角
子
供
た
ち

が
も
み
ぢ
の
よ
う
な
手
で
丹
精
こ

め
て
咲
か
せ
た
菊
や
ダ

ジ
ャ
も
大

て
い
秋
の
運
動
会
ま
で
の
寿
命
と

あ
き
ら
め
て
い
る
学
校
さ
え
あ
る

と
は
何
と
悲
し
む
べ
き
社
会
で
は

な
い
か
。
野
球
そ
の
他
の
運
動
を

や
っ
て
楽
し
む
こ
と
、
見
て
楽
し

む
こ

と
は
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
大

い
に
す
す
め
た
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
と
共
に
教
育
施
設
を
尊

重
し
、
公
共
物
を
愛
用
す
る
心
を

養
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

。

（

Ｐ

Υ

Ａ

会

員

）

（

お

願

い

）

町
民
各
位
の
御
投
稿
を
歓
迎

し
ま
す
。

昭和３３年度
第２ 次・２ 等陸・海・空士

自衛官

募　集
受 付
期 間

昭和33 年6月16日から
昭和33 年7月21日まで

応募資格 年令18 才以上25 才未満

試 験

期 日
昭和33年8月７日(木曜)

試験
場

自鄙隊福島氈とん部隊

(1)詳しいことは

国見町役場総務課へ

○
．
火
事
を
お
こ
せ
ば
　
先
祖
に
す
ま
ぬ
　
隣
近
所
に
　
な
お
す
ま
ぬ
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